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かずさDNA研究所にて

平成 29年 12月 14日 (木 )、 29年度の障害難病患者の文化活動として、千葉県かずさ

市にある「公益財団法人 かずさDNA研 究所」の見学を、埼玉県の福祉バス 「おおぞ

ら号」を利用し、総勢 23名 の参加者で日帰りの活動を実施しました。

ここは、世界初のDNA解 析を専門に行う研究所として 1994年 に開所しました。人類

福祉に貢献することを目的に、①植物や微生物のDNA解 析②ヒト遺伝子や染色体機能

の研究③生体内の成分解析等を実施し成果を上げているとのことでした。

来年度も難病患者の方々に安心してご参加いただけるように、また、患者同士の交流

がはかれる楽しみな計画を検討してまいります。

(理事 神永 記)

毎月 1日

発行人
一般社団法人
埼玉県障害難病団体協議会

佐藤 喜代子
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H29文化活動「かずさDNA研究所」*「海ほたる」
参加者からの感想

◆今年は、千葉県かずさ市にある「かずさ

DNA研究所」を見学してまいりました。

ここは、世界初のDNA解析を専門に行

う研究所として1994年 に開所しました。

どんなことをしているかというと、

①植物や微生物のDNA解 析
。作物の効率的な育種のための技術開発

②ヒト遺伝子や染色体機能の研究

・病気の予防や克服に貢献

③生体内の成分解析
。産業に役立つ有用物質の発見や利用

法の開発ということです。人類福祉

に貢献することを目的としている

と、案内してくださった研究者の方

のお話に明るい未来を感じつつ帰路

につきました。

TVド ラマ「科捜研の女」好きな私に

は、ドキドキワクワクの研修旅行でした。

0い臓病の子どもを守る会・柳瀬 由美子)

◆お天気に恵まれ、他の患者会の方とも交

流でき楽しかったです。ヒトゲノムの研

究 が健康 の間

題解決 に効果

を上 げて いる

と知 り、 難 病

が完治す る病

にな る 日が待

ち望まれます。

あ りが とうご

ざいました。

◆興味があってもなかなか一人では行けな

いところでしたので、よかったです。昼

食は、名物の多いところ各自で自由にす

る今回のやり方は、よかったと思います。

(腎炎。ネフローゼ児を守る会・佐藤 佳子)

◆今回研究所を訪問して見聞したことは、

専門的に理解できなくても直接情報に触

れることができたことは、患者当事者と

してたいへん意義あることと思った。

(網膜色素変性症協会 。田村 彰之助)

◆遺伝子研究の大切さがよくわかった。難病

も遺伝子操作で解決する時を期待したい。

(腎炎。ネフローゼ児を守る会・田村 文子)

◆天気が良くてよかったです。次回も参加

したいと思っています。今日はありがと

うございました。

(リ ウマチ友の会・鈴木 初江)

◆普段個人ではなかなか見学できないとこ

ろに行けるのが楽しみです。遺伝子検査

が進む中、自分たちの病気はまだまだ解

明には至っていない。 とってもタイム

リーなものだったので楽しかったです。

(萩 の会 。大野 文子)美枝子 )(膠原病友の会・石垣
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―埼玉県委託事業 一

贔鰈彦  ′酵丁
2月 25日 (日 )、 放送大学埼玉学習センター 第 1講義室で、RDD埼玉 「て 卜て 卜て」

を開催いたしました。参加して下さつたのは、難病患者 。ご家族、一般の方、患者会関

係者、難病相談支援員、医師、保健師、製薬会社の方など多彩な顔ぶれで、約 123名 の

来場者がありました。

コミュニケーションロボットがいる

生活・つなぐ社会

コミュニケーションロボットの活用研究が

ご専門の坂田信裕氏 (獨協医科大学 基本医学

情報教育部門 教授/情報基盤センター長)の

ご講演は、活用事例や近未来の話などバラエ

ティに富んでおり、ワクワクしました。

今、ロボットに注目が集つているのは、高

齢化や人口減少による人材不足が深刻なため、

医療・介護分野などにテクノロジーの活用が

必要だからだそうです。

ロボットがパー トナーとなる時代も間近の

ようです。

つながるアート HIP HOPダ ンスショー

みんなの手形で、ひとつの絵を作ろう l 翔っこクラブが華麗な HIP HOP

ダンスを踊り、会場が沸きました。

R4Я E D:5EASC BttV
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コバトンと撮影タイム 患者会と疾患に関する展示

開会のご挨拶で、「Rare Disease Dayに ついて」お話を頂いた西村由希子氏 (RDD
日本開催事務局 事務局長)とお嬢さんです。

みんなで写真撮影

難病患者や健常者も、子供や大人も、支援される側やする側も、みんな同じ笑顔です。

参加者の感想

・坂田先生の講演からロボットが非常に身近なものになってきたなと実感しました。

不意に話し出すのが漫才のボケのようで愛嬌があって楽しさを増しました。
・今日はありがとうございました。コバ トンお疲れさまでした。
。ちびつ子たちのダンスなど見て楽しめる内容もあってよかったです。
。皆さんがきらきらしているのが印象的でした。また参加させていただきたいです。
。とてもあたたかい雰囲気の中楽しくすごさせていただきました。
・普段とは違うつながりをもつことができ、とてもよかったです。

(RDD埼玉 大木 記)
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平成 29年度

児慢性特定疾病児童等ビアカウンセリング事業終了保委託事

慢性疾病のお子様をお持ちの保護者を対象に、29年度の小児慢性特定疾病児童等ピア
カウンセ リング事業は、下記の 2保健所で 「慢性疾患児の日常生活と災害対策対応につ
いて」と題して講演会を開催し、更に「病気の子どもたちの学校生活を支えるについて」
も日にちを改めて開催しました。

事業を行なうにあたリピアカウンセラーフォローアップ研修を行い、各々研修で学ん
だことを現場で実践させていただきました。

講演会終了後の第 2部のピアカウンセリングでは、ピアカゥンセラーや先生方と相談
者を交えてより良い療養生活を送るために、下記のような相談に対して話し合いを行い
ました。

◆埼玉県草加保健所開催‐

○慢性疾患児の 日常生活 と災害対策対応 について
。日時 :平成 29年 10月 12日 (木 )

・場所 :草加保健所 大会議室
・講師 :社会福祉法人 東埼玉中川の郷療育センター

施設長  許斐 博史 先生

◎相談事項 :

① 災害時の対策について

② 医療的ケア児の避難場所及び薬のもらえるところの確認等
③ 常時から予備の薬の準備、有効期間や保管方法について

④ 通院時のデーター、処方箋の保存等について

○病気の子どもたちの学校生活を支える
。日時 :平成 29年 H月 2日 (木 )

・場所 :草加保健所 会議室
。講師 :埼玉県立けやき特別支援学校 特別支援教育コーディネーター 涌井 剛 先生

◎相談事項 :

① 支援学校の体制、医療的ケアの出来る看護師の配置等について

② 就学前 (2年前くらい)か ら相談・要請による支援学級の開設について

③ 入院中の学習指導に近隣の支援学校から出向いての指導について

④ 支援学校のスクールバスの乗車利用方法について

⑤ 学校への伝え方について (自 分の子どもや家族が困つていること、やってほしい

ことを要領よく説明ための工夫が大切。また、子どもの病状や障害の程度によっ
て、発達にも影響が出るので、子どもの出来ないこと苦手なことなど、多くの人

に伝えた方がよい。力になってくれる人がいるはず)
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◆埼玉県狭山保健所

○病気の子どもたちの学校生活を支える
。日時 :平成 29年 10月 28日 (土 )

・場所 :狭山保健所 大会議室

。講師 :埼玉県立けやき特別支援学校 特別支援教育コーデイネーター 竹村 由香里 先生

◎相談事項 :

① 学校選択およびそれぞれの学校で受けられる支援等について

② 地域や学校毎で医療ケアの出来る看護師の配置数について

③ 支援学校で必要な親の付き添い、経済的な不安 。負担等について

④ 病気や見た目によるいじめをどう乗り越えていくか

⑤ Jヽ 学校在学中に発病、病気を周囲の人に理解してもらうことは難しいが、本人の

自立ためにも伝えていく力が必要

○慢性疾患児の 日常生活 と災害対策対応 につ いて
。日時 :平成 29年 12月 2日 (土 )

・場所 :狭山保健所 会議室
。講師 :埼玉県立小児医療センター付属岩槻診療所所長  鍵本 聖一 先生

◎相談事項 :災害時について

① 災害時のための、薬の備蓄方法や病院以外での薬の確保について

② 薬については、災害後 3日 間ぐらい立てばだいたい入手できる。主治医の処方箋

などをコピーして保存するなど、薬の情報を持っておくこと。自宅が安全なら

ば、避難場所として考えることができる。避難するときも近所の人たちに支援し

てもらえるように準備することも大事です。

③ 災害時の避難計画は、おおくの市町村で策定が終了しているので、具体的なこと

は、居住地の市町村で聞くとよい。一般的には、自宅で 3日 分の食料、水、薬な

どを備えておくことが大事である、また、自宅の耐震補強も必要である。

ここ数年、災害時に関する在宅療養児の対応について開催しております。災害が起き

た時に難病や障害児をもつ家族は集団の生活が難しい為、自宅で生活されている方が多

いそうです。そのために命を守る為に何が必要か学びました。

参加者の感想では、

・災害の事についてとても参考になった。
。必要な物の備え、避難場所や病院の確認をし、対応にも気にかけたいと思つた。

・合理的配慮ということが法律化されたと知ることが出来て良かった。

・学校生活について、詳しく学んだり調べた りしていなかったのでいろいろ参考に

なった。 等が書かれておりました。

この事業を通して、更に私たちピアカウンセラーも共に悩み 。考え、少しでも参加さ

れた皆様の肩の荷が軽くなるよう努力して参ります。

(理事 神永 記)
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29年度のビアカウンセリング事業は下記の 3疾患を開催しました。いずれの会場も、

大勢の患者 。家族の方々にご参加いただきました。

患者 。家族の皆様方の不安や悩み等の解消を図り、より良い生活が送 られることを

願ってのピアカウンセリング事業と位置付けております。専門医の講演で病気の事を学
んだ後、専門医を交えてのビアカウンセリングリングにおいて、参加者の悩みを共有し、

医療に関することは専門医に、生活等に関することは私たちピアカウンセラーがお応え

させていただきました。

はじめは不安そうなお顔で参加された皆様も、終了後は安堵した顔で 「今日参加して

よかつたです。」と話されて帰宅される姿を見て、私たちも嬉しく思いました。

講師の先生方には大変ご多忙の中、時間を超過してのご講演・ ご助言を賜 り厚く御礼

申し上げます。

◆「脊髄小脳変性症・多系統委縮症」
。日にち :平成 29年 8月 27日 (日 )

。会 場 :埼玉県障害者交流センター

・講 師 :独立行政法人 国立病院機構 東埼玉病院

神経内科医長 鈴木 幹也 先生
。演 題 :脊髄小脳変性症 。多系統委縮症のリハビリテーション

◆「サルコイ ドーシス」
。日にち
。会 場
。講 師

。演 題

平成 29年 10月 14日 (土 )

埼玉県障害者交流センター

埼玉医科大学病院 呼吸器内科

講師 中川 一之 先生

サルコイ ドーシスの最新の治療について

◆「後縦靱帯骨化症/黄色靱帯骨化症」
。日にち :平成 29年 H月 12日 (日 )

。会 場 :埼玉会館 4A会 議室
。講 師 :埼玉県済生会川口総合病院

副院長 新井 嘉容 先生
。演 題 :脊柱靱帯骨化症はなぜ難病か 。その病態と治療
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患者・家族等と地域住民

◆「網膜色素変性症 医療講演会&交流会」

平成 30年 2月 10日 (土 )

埼玉県障害者交流センター

獨協医科大学越谷病院 眼科

教授 町田 繁樹 先生

網膜色素変性症治療研究の最新事情

。日にち

。会 場

。講 師

・演 題

◇医療講演会後、患者 。家族での交流会が催されました。

◆「表皮水疱症クリスマス交流会」

。日にち :平成 29年 12月 17日 (日 )

。会 場 :埼玉県障害者交流センター

◇関東圏に住んでいる希少疾患である表皮水疱症の患者 。家族がつどい、歯科医か

ら口腔ケアについて学んだり、情報交換を行いました。

◆「障害者在宅就労 (テ レワーク )」

。日にち :平成 30年 2月 17日 (土 )

。会 場 :埼玉県障害者交流センター

◇株式会社テレワークマネジメントの倉持利恵氏により「障がい者がテレワークで

働く」のテーマについてお話しいただきました。

◆「RDDイ ベント (世界希少・難治性疾患の日)」

。日にち :平成 30年 2月 25日 (日 )

。会 場 :放送大学・埼玉学習センター

◇RDD埼 玉実行委員会によるRDDイ ベントが開催されました。「つながる力」を

テーマとしてコミュニテイーロボツト実演なども披露されました。

(理事 薄田 記)

厳しい寒さも弱まり、春の気配を感じるようになりました。難病患者も外へ出たい気

持ちになりますね。電話相談の内容は色々な悩みですが、同じような難病の人と話した

いという声もよく聞きます。直接会って病気のことを話すと気持ちが楽になります。患

者会があればいいですが、ない病気もありますし、あつても活動場所が遠いこともあり

ます。話したくなったらお電話ください。少しでもお役にたてるよう頑張つていきます。

(北野 記)
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表皮水疱症と仲間たち

代 表 薄田 たか子

平成 29年 12月 17日 (日 )、 恒例のクリスマス会が埼玉県障害者交流センター和室で
催されました。表皮水疱症は普通の人にとっては何でもない力でも皮膚や粘膜に水ぶく
れができたり、皮膚がめくれたりする病気です。埼玉県内には表皮水疱症の指定難病に
登録している方が 5人 と非常に少なく、関東圏の方にお声がけをしています。それでも
遠方からお越しいただき総勢 26名 の方が参加下さいました。

子供たちは絵本や読み聞かせを楽 しみ、大人も子

供もキャンドルシェー ドを作って遊びました。

小児歯科の先生方 もご参加下さり回腔ケアについ

て学びました。また子供たちの幼稚園、学校へ向け

ての悩みなど普段、不安に思っていることなどを話

し合いました。

以下に同病の中学生の作文をご紹介いたします。

「内閣総理大臣賞」を受賞しました !

中学 3年生の大原佳乃 (おおはら かの)さんは表皮水疱症という難病があります。
昨年、第 37回 全国中学生人権作文コンテス トにおいて、全国 100万点近 く応募 された

中からの最優秀賞 (内 閣総理大臣賞)を受賞 しました。

「みんなと一緒に高校生になる」

「みんなと一緒に高校生になる」

これが私の今年の目標です。なぜ、この

目標にしたかというと、私にとって高校生

になることは決して簡単なことではないか

らです。

私は 「先天性表皮水疱症」という難病と

闘っています。この病気は皮膚と粘膜が弱

く、少しの刺激でも傷になってしまう病気

です。いつも全身に傷があり、その傷の痛

みとかゆさが常にあります。また、毎日、

兵庫県 神戸市垂水東中学校  3年
大原 佳乃 (お おはら かの)

全身の傷に薬を塗り、ガーゼを交換するの

に最低でも三時間はかかります。お風呂に

入つた り、傷の状態がひどかった りする

と、五時間以上かかることもあります。そ
の治療を生まれた時から毎日欠かさず、母
と祖母にしてもらっています。そのため

に、私も家族もいつも寝不足の状態が続い

ています。それでも、学校を休みたいと

思ったことはありません。それは、学校が

楽しいからです。授業での先生のお話しや
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新 しく習うことはどれも興味深いです。友

達もみんな優 しくて、一緒に勉強した りお

しゃべ りした りするのが とて も楽 しいで

す。 どんなに眠たいときでも学校に行けば

気持ちがしやきつとします。それは、学校

に行って勉強することで友達とつながれる

と思うからです。だから、中学校で学校生

活が終わるのではなく、絶対に高校へも進

学したいと願つています。

しかし、現実は厳しいものでした。これ

までに何校かの高校へ見学に行きました。

高校の先生方は丁寧に対応してくださいま

した。中学校以上に広い校舎やグラウンド

に驚きました。また、特別教室も充実して

いて、こんな素晴らしい環境で私も勉強し

たいと強く思いました。しかし、電動車い

すで生活するわたしにとつて絶対に欠かせ

ないエレベーターすらない高校も多く、選

択出来る高校は限られます。また、障害の

ある生徒を積極的に受け入れてくれようと

する学校も少ないです。「自分のことが全

部一人でできること」という条件を突き付

けられ、受け入れを断られた高校もありま

す。大学病院のリハビリに通い、工夫して

自分でできることが増えるようにそこの先

生から指導を受けていますが、どうしても

一人ではできないことがあります。そこを

中学校では、先生や特別支援員さん、友達

が手助けをしてくれています。今、充実し

た学校生活が送れていることに、改めて感

謝の思いがこみ上げてきます。しかし、高

校見学では「義務教育ではないので、中学

校のようにはサポー トできない。」と、ど

の高校でも言われました。支援が全くない

なかで、一人で高校生活を送れるのかとて

も不安です。高校進学が目の前に迫つてき

た今、私が生活している「ふつう」にはと

ても大きな差があることを思い知 らされ、

今まで味わったことのない厳しい現実を突

きつけられています。

それでも私は、高校へ進学し、勉強を続

けたいです。障がいがあるからといつて、

一人で家に閉じこもって生活することは嫌

です。今まで地域の幼稚園 。小学校 。中学

校で学び、たくさんの人と出会い、たくさ

んの人に助けてもらいました。そして、そ

の手助けに応えようと自分自身も一種懸命

努力してきました。その努力をここで終わ

りにはしたくありません。「たくさんの友

達と関わりを持ちたい。いろんな体験を積

みたい。自分ができることを探したい。自

分がやりたいことを見つけたい。」高校生

活に大きな期待と挑戦したいという願望を

持つています。そして、それらを糧にして

仕事に就き、社会とのつながりを持ち続け

る未来を切り開いていきたいです。リハビ

リの先生から「障害者差別解消法」という

法律ができ、法律では障がい者に対し「必

要かつ合理的配慮」をするように努めなけ

ればならないと決められたと教えていただ

きました。しかし、それが実現されている

といえるでしようか。入学試験を受けるこ

となく、受け入れを断られました。支援は

できないと言われました。誰の支援も望め

ないのなら、母は「毎日でも私が高校へ行

く。」と言つてくれています。しかし、今

でも私のために自分の時間が全く取れない

母にこれ以上の負担はかけたくありませ

ん。勉強したいという意欲があれば、障が

いがあっても安心して進学できる支援を受

けられる社会になってほしいです。

「あなたのような前例がないから、でき

ない」と、 これまでいろんな場面で断られ

ることがありました。私のような難病と

闘つている中学生はほんの数人に過ぎない

からでしよう。しかし、今回は前例がない

か らと言ってあきらめることはできませ

ん。前例がないなら、私自身が前例を作り

ます。「電動車いすの高校生」にみんなと

一緒になりたいです。
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(県委託事業)

去る 2月 17日 (土 )、 株式会社 テレワークマネジメント 倉持利恵氏をお招きして県障
害者交流センターに於いて 「障がい者がテレワークで働く」というテーマでお話をして
いただきました。内容をまとめましたのでご報告いたします。

◆テレワーク (TelewOrk)と は ?

テレ (Tele)→ 離れた場所 ワーク (work)→ 仕事 。働く テレワークは造語です。
・ICT(情報通信技術)を活用し、時間や場所を有効に活用できる柔軟な働き方
。PC(パ ソコン)とインターネットを使った働き方
・職場ではないところで 1日 、8時間以上はたらくこと (サテライ トオフィス等)

◆テレワークが導入される理由
・企業の声 → 法定雇用率がH30年度から2.2%に上がる。首都圏では通勤が難しく、

雇用率の達成が厳しい
。障害者の声 → 地方の企業で事務系の仕事がない
。肢体不自由で車いすの利用などをしていると事業所が狭く働けるスペースがない

◆テレヮークの効果・実績

・ トヨタ自動車総合職 :

福島原発のころから始まり

現在 2万 5千人対象にテレワー

クが利用可能になる
。東京海上 :1万 7千人に拡大
。イオン :在宅店長
。三菱 UFJバ ンク :

地方勤務の人に増える

◆テレワークの実際
・クラウド・コンピューティング (ネ ット上の情報資源)を活用できる仕事というと、

データ入力などの簡単な仕事のように感じてしまう。実際、物理的な動きを伴う仕
事は不可能。逆に物理的ではない仕事は可能なため、仕事のやり方を変えることに
よって新しい仕事も見えてくる。紙をデータ化する。

*PCは企業が用意する。正規雇用されているのでネットワークも自宅に支給される。

フリーランスではないため。

(理事 薄田 記)
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浙        隆鍼孟た艤浙躁痣藪眩隧餞鰈晰巫瓶翡議蒻腋饒秋魃妙饂餞戊ぽ餞鍼蠍麒明は飲報麒趙秋餞な場
早いもので年度末の 3月 になってしまいました。年を重ねるごとに一年があつという

間で、だからこそ、 1日 1日 を大事にしたいと思 う今 日この頃です。

まだまだ寒い日が続きますが、体調に気をつけて過 ごしたいですね。皆様か らのご協

力をいただき 「会報 H7号」を無事に発行することができました。

ご協力・ ご支援頂いた皆様に深く感謝いたします。 (鍛治屋 記)

一般社団法人 埼玉県障害難病団体協議会加盟団体一覧 岨不同)

平成 30年 3月 1日 現在

聰 団 体 名 代 表 者 氏 名

1 埼玉県膠原病友の会 万 谷  葉 子

９
“ 全国 CIDPサ ポー トグループ (慢性炎症性脱髄性多発神経炎) 鍛治屋    勇

3 全国ヘモフィリア友の会埼玉支部 井 手  忠 俊

4 埼玉 IBDの会 (ク ローン病・潰瘍性大腸炎患者会) 仲 島  雄 大

5 埼玉県心臓病の子どもを守る会 柳 瀬  由美子

6 表皮水疱症と仲間たち 薄 田  たか子

7 埼玉県網膜色素変性症協会 田 村  彰之助

8 中枢性尿崩症 (CDI)の 会 大 木  里 美

9 NPO法人 筋無力症患者会 埼玉 石 川  節 子

10 埼玉骨えし友の会 後 藤  信 義

埼玉県腎炎・ネフローゼ児を守る会 佐 藤  佳 子

つ
ん 公益社団法人 日本 リウマチ友の会埼玉支部 鈴 木  初 江

13 埼玉県肢体不自由児者父母の会連合会 瓜 巣  一 美

14 ベーチェット病友の会埼玉支部 石 井  陵 子

15 公益社団法人 日本てんかん協会埼玉県支部 新 井    勝

16 一般社団法人 埼玉県筋ジス トロフィー協会 河 端  静 子

17 埼玉県パーキンソン病友の会 澤 田  幸 子

18 東埼玉病院筋ジス トロフィー保護者会 新 田  昌 弘

19 日本 ALS協会埼玉県支部 田 中  員 一

20 ペンタスの会埼玉支部 (皮膚筋炎。多発性筋炎とそれに類する疾患) 北 野  英 子

，
″ 埼玉県後縦・黄色靭帯骨化症友の会 林    伊佐雄

22 日本 CFSナ イチンゲール友志会 (慢性疲労症候群 ) 椎 名  悦 子

23 RDD埼玉実行委員会 (略称 RDD埼玉) 仲島 雄大・大木 里美

24 ニモカカクラブ (病気の子どもと家族の会) 和 田  芽 衣

25 萩の会 (未結成団体個人の会) 障 難 協 事 務 局
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― 目法人

卜  碁嶽

月より勘囲介饉開始
月より層壌介鶴厠綺

〒鸞lem崎
=熱
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そオヒぞオtめ聰るこ絆ち懇あなたに代わり
お手儀いする会義ギサ。
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家族・親しい人で 無駄な費用はかけたくない

自宅へ連れて帰りたい 会場 (式場)を紹介して欲しい

生花口料理の手配をお願いしたい 寺院の紹介をお願いしたぃ

碑 季節のお確奎お願けします～
全国にお届けできますフ乃『再/Υプ

 (   ≫ 義
〒331J腱載 崎工熱れ たヽす市北E宙藤職フⅢ鰺 17
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老人ホームを選ぶポイント

老人ホームや高齢者住宅で安心 して暮らしたい

私たち「さいたま老人ホーム紹介サポー ト事業部」は、みなさまのご要望やお気持ち、

入居後の幸せを第一に考えております。

● さいたま市近隣の全ての施設に対応 しております。

● ご希望をお伺いして最適な環境の施設をご紹介致しますc

● さいたま市近隣の有料老人ホームや高齢者住宅などの情報は地域一番です。

● 老人ホームのご紹介や見学案内は無料で行つております。

● 老人ホーム以外のご心配事もご相談ください。

自宅売却、成年後見手続き、身元保証、相続などワンス トップで何でも相談対応

さいたま老人ホーム紹介サポー ト事業部<事業主体アイエム∽ >

さいたま市西区三橋 5-962 ウエルズ三橋 105

電話  0120-239-016

孫
老人ホームの種類を知りましょう。

一言に「老人ホーム」と言つても、その名称や種類は様々。

実際に探すタイミングは…・

「元気なうちに探しておきたい !」 または「介護付ホームをすぐ探した

い !」 など、ご本人の心身状況や介護者の状況により、ご希望は

様々です。

老人ホームにかかる費用

運営会社により、価格は異なりますが、どんなことに費用がかかる

のかチエックしてみましょう。

チェックポイント

老人ホームを選ぶ際のチェックポイント

介護・医・・F連携、スタッフの人員体制、雰囲気、食事、生活スタイ

ル、事業運営会社、他


